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郵　便　
は　が　

き

毎
日
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
東
日

本
大
震
災
の
情
報
を
知
り
、

胸
が
痛
く
な
り
涙
し
て
い
ま
す
。
こ

の
一
番
大
事
な
と
き
に
、
日
本
の
大

臣
の
人
た
ち
は
内
輪
も
め
や
足
の

引
っ
張
り
合
い
を
し
、
猫
の
目
み
た

い
に
ぐ
る
ぐ
る
変
わ
り
、
国
民
と
し

て
恥
ず
か
し
い
や
ら
情
け
な
い
で
す
。

一
日
も
早
く
復
興
の
た
め
に
日
本
国

民
を
は
じ
め
、
世
界
中
の
人
た
ち
が

一
丸
と
な
っ
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々

を
安
心
さ
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。
そ

し
て
元
の
平
和
な
暮
ら
し
に
戻
る
よ

う
祈
る
の
み
で
す
。
ま
た
、
仙
台
市

と
は
同
じ
地
名
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な

物
産
展
を
催
し
て
、
協
力
・
応
援
し

て
い
け
た
ら
な
と
思
う
私
で
す
。

（
年
金
乙
女
・
65
歳
女
性
）

◆

　

心
に
計
り
知
れ
な
い
傷
を
負
っ
て

も
な
お
、
復
興
を
目
指
し
頑
張
っ
て

い
る
被
災
者
の
方
々
が
、
日
本
に
生

ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な

国
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

６
月
初
め
高
齢
者
ク
ラ
ブ
主
催

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

多
目
的
広
場
で
あ
っ
た
。
開
会
式
の

中
で
カ
ラ
ス
に
注
意
す
る
よ
う
に
と

…
。
そ
う
か
と
思
い
控
え
席
に
戻
る

や
後
の
祭
り
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
お
菓

子
が
全
部
持
ち
去
ら
れ
て
い
た
。

　

午
後
の
部
が
始
ま
り
、
頭
が
良
い

と
い
わ
れ
る
カ
ラ
ス
に
負
け
て
た
ま

る
か
と
、
食
品
は
袋
に
入
れ
、
さ
ら

に
シ
ー
ト
を
か
ぶ
せ
た
。
と
こ
ろ
が

ど
こ
か
ら
見
て
い
た
の
か
、
ま
た
も

そ
こ
だ
け
シ
ー
ト
を
は
ぐ
り
、
食
品

だ
け
を
持
ち
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
日
は
完
全
に
人
間
の
負
け
。
次

は
そ
う
は
い
か
ん
ぞ
。

（
草
水
の
ド
ン
ガ
メ
・
75
歳
男
性
）

◆

　

カ
ラ
ス
も
生
き
抜
く
た
め
に
身
に

付
け
た
知
恵
と
は
い
え
、
人
間
の
知

恵
が
破
ら
れ
る
と
さ
す
が
に
悔
し
い

で
す
ね
！
で
す
が
、
知
恵
を
持
つ
最

た
る
生
き
物
は
人
間
で
す
。
次
は
大

丈
夫
で
す
！

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
、
家
に
た
ま
っ

て
い
た
不
燃
ご
み
を
出
し
に
行
き
ま

し
た
。
持
っ
て
き
た
ご
み
を
無
造
作

に
ご
み
の
山
に
載
せ
る
と
、
三
女
が

一
言「
や
せ
な
い
ご
み
だ
ね
」と
…
。

　

ド
キ
ッ
と
し
て
何
も
言
え
な
い
私

の
横
で
、
三
女
は
そ
の
真
っ
赤
な

ご
み
の
山
を
見
つ
め
な
が
ら「
傘
も
、

お
鍋
も
、や
せ
な
い
ご
み
な
ん
だ
ぁ
」

「
・
・
・
・
」

　

ど
う
や
ら
最
近
ひ
ら
が
な
を
覚
え

た
三
女
と
し
て
は
、〝
燃
や
せ
な
い

3

3

3

3

ご
み
3

3

〟の
ひ
ら
が
な
の
部
分
を
読
ん

で
み
た
だ
け
だ
っ
た
よ
う
な
の
で
す

が
、
親
と
し
て
は
襟え

り

を
正
す
一
言
に

聞
こ
え
た
出
来
事
で
し
た
。

（
ダ
イ
エ
ッ
ト
マ
マ
・
33
歳
女
性
）

◆

　
〝
燃
や
せ
な
い
ご
み
〟を〝
や
せ
な

い
ご
み
〟と
言
わ
れ
る
と
思
わ
ず
ご

み
を
出
す
の
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
い

そ
う
で
す
。
た
ま
た
ま
と
は
い
え
的

を
射
た
発
言
に
驚
か
さ
れ
ま
す
ね
。

健
康
管
理
と
女
房
殿
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
義

と
し
、
事
情
が
無
い
限
り
夕
食
後
の

散
歩
を
心
掛
け
て
い
る
。
散
歩
コ
ー

ス
は
理
想
の
川
内
川
堤
防
往
復
40
分

コ
ー
ス
。
写
真
を
添
付
で
き
ず
に
残

念
だ
が
、
時
に
夫
婦
キ
ジ
と
の
遭
遇

も
。
さ
ら
に
一
月
ほ
ど
前
に
気
が
付

い
た
が
、
対
岸
に
大
き
な
鳥
!?
さ
す

が
に
川
向
こ
う
は
遠
く
確
か
め
る
こ

と
は
難
し
い
。
そ
れ
で
も
気
に
な
る

こ
と
三
度
目
。
歩
く
に
は
遠
い
の
で
、

車
を
飛
ば
し
対
岸
に
行
っ
て
み
た
。

白
鳥
だ
！
野
生
の
白
鳥
だ
ろ
う
か
？

大
い
に
散
歩
を
楽
し
め
る
川
内
川
河

畔
だ
。

　
（
み
や
し
と
ん
ガ
ラ
ッ
パ
・

67
歳
男
性
）

◆

　

川
内
川
で
は
白
鳥
の
姿
も
見
ら
れ

る
の
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
発
見
が

あ
っ
て
楽
し
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら

も
末
長
く
、
奥
さ
ま
と
の
お
時
間
を

大
切
に
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
身
近
な
話
題
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
ペ
ー
ジ
で
す
。

　
広
報
室
で
は
、
お
便
り
、
絵
手
紙
、

写
真
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
身
近
な
出
来
事
な
ど
で

紹
介
し
た
い
・
伝
え
た
い
・
心
温
ま

る
話
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
に
つ
い
て
】＝

▼
お
便
り
＝
字
数
２
０
０
字
以
内

▼
絵
手
紙
・
写
真
＝
題
名
を
記
入

＊�

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
・
ペ
ン
ネ
ー
ム（
記
入
が

無
い
場
合
は
、
実
名
で
記
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）を
記
入
の
上
、

広
報
室
ま
で
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

文
章
は
、
必
要
に
応
じ
て
添
削
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊�

投
稿
は
、
は
が
き
・
封
書
・
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
広
報
室
ま
で

＊�

紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
投
稿
・
問
合
先
】＝
本
庁
広
報
室　

読
者
の
ひ
ろ
ば
係

（
23
）５
１
１
１（
内
線
６
３
２
）

koho@
city.satsum

asendai.lg.jp

お便り
募集

　当コーナーにお便りなどが掲載された皆さ
んへ、竹ノート（Ａ５判・非売品）をプレゼン
トします。このノートは、中越パルプ工業（株）
川内工場様のご好意によるものです。お便り
お待ちしています。

竹ノートを
プレゼント

デザインが
変わりました!!

　　　雨明けとともに水平線には高太郎（入道雲）が姿を現し、
　　　夏の到来を告げているようです。下甑島では、現在
「ニシノハマカンゾウ」が咲き、西海岸の断崖などを黄色く
彩っています。また、この広報紙が市民の皆さまのお手元に
届く頃には、鹿の子百合が可憐な花を咲かせ見頃だと思いま
すので、この機会に甑島にお越しください。　　　（尾﨑）

0996（23）5111　   0996（20）5570
0996（22）8115（直通）

0996（37）3111　　0996（37）2252

0996（44）3111　　0996（44）3117

0996（42）1111　　0996（42）0767

0996（55）1111　　0996（55）1021

09969（3）2311　　09969（3）2912

09969（2）0001　　09969（2）1490

09969（7）0311　　09969（7）0753

09969（4）2211　　09969（4）2672

◎表紙の説明

担当者の声

広
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川
内
　
N
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平
成
23年

８
月
10日

号

■発　行
薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22

閉庁日および時間外　   0996（23）5115

■編　集
本庁企画政策部広報室（内線632・633）
　koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所
樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173

入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362

祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67

里支所　　　〒896-1192　里町里1922

上甑支所　　〒896-1201　上甑町中甑481-1

下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819

鹿島支所　　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10

■広報電話

 　 0120（894）256
＊夜間救急当番医やイベント・防災行政無線の放送
　内容などの情報が電話で確認できます。

■市ホームページ
　http://www.city.satsumasendai.lg.jp

　　　山町の高貫にヒマワリが咲いているとの情報を市民
　　　の方からいただき、早速カメラを抱え撮影ポイントへ。
道に迷いながらたどり着いた山合いの場所には、休耕田を
利用した鮮やかなヒマワリ畑が広がっていました。夏の日差
しを浴びて咲き誇る姿がとてもかわいらしく、夢中になって
シャッターを切りました。言葉では伝えられない、そのとき
の感動やその場の雰囲気を、写真で読者の皆さんに伝える
ことができれば最高です。頑張ります!!　　　　　 （福重）

青

梅

　青山町高貫に咲くヒマワリ。（７月 21 日撮影） これは、地元の
方が休耕田を自主的に活用し、大事に育てられたもの。夏の青空
の下、たくさんのヒマワリが暑さも吹き飛ばしてくれるかのよう
に、元気に咲き誇っていました。

＊音声案内後に内線番号を押してください。

夏本番！ヒマワリ満開！

やくしょにコール

うえ と

ら

東日本大震災の義援金を
　　　　　　　受け付けています

　３月11日（金）に発生した東北地方太平洋沖地震の被災者に
対する義援金箱を市役所本庁（２階ロビー）・各支所、市社会福
祉協議会本所・各支所に設置しています。皆さまのご協力をお
願いいたします。なお、３月25日（金）までに寄せられた義援金
額は9,788,404円です。
　また、電話やメールによる義援金詐欺が発生しています。義
援金や募金をされる際には、十分ご注意ください。
【問合先】＝■本庁障害・社会福祉課社会福祉グループ
　　　　　　　（23）5111（内線2171）
　　　　　　および各支所市民生活課
　　　　　■市社会福祉協議会　本所
　　　　　　　（22）2355
　　　　　　および各支所

　東日本大震災の被災者に対する義援金箱を市役所本庁（２階
ロビー）・各支所、市社会福祉協議会本所・各支所に設置してい
ます。皆さまのご協力をお願いいたします。なお、７月20日
（水）までに寄せられた義援金額は47,651,695円です。
　また、現在、電話やメールによる義援金詐欺が発生していま
す。義援金や募金をされる際には、十分ご注意ください。
【問合先】＝■本庁障害・社会福祉課社会福祉グループ
　　　　　　　（23）5111（内線2171）
　　　　　　および各支所市民生活課
　　　　　■市社会福祉協議会　本所
　　　　　　　（22）2355
　　　　　　および各支所

たか た ろう

　広報室では、年間を通
して市内の開花情報を募
集します。開花前（１カ
月前）までに、下記の例
のような内容を広報室ま
でご連絡いただければ、
事前に当コーナーでお知
らせします。
（例）９月　コスモス
　　（○○町○○地区）
　皆さまからの花の便り
お待ちしています。

花の情報を募集します




